
 

 
こんにちは。日本史を担当する岡上です。 

さて、今回から「東大日本史のみかた」と題して、東大日本史の問題に焦点を当てて、お話をしていきた

いと思います。東大を目指しているみなさんはご存知のように、東大の日本史は教科書の内容を基本に置き

ながらも、教科書には充分に記述しきれていないような歴史学的な見地に立った出題がなされています。そ

こで、ここでは最新問題の解説と、その問題の根底にある「東大が受験生に問いたい（知っておいてもらい

たい）日本史」について考えていきたいと思います。 

まずは１週間、以下の問題を考えてみてください。 
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次の(1)～(4)の文章を読んで、下記の設問に答えなさい。解答は、解答用紙(イ)の欄に記入しなさい。 

 
(1)  607 年に小野妹子が遣隋使として「日出づる処の天子」にはじまる国書を提出したが、煬帝は無礼と

して悦
よろこ

ばなかった。翌年再び隋に向かう妹子に託された国書は「東の天皇、敬
つつし

みて西の皇帝に白
もう

す」

に改められた。推古朝に天皇号が考え出されたとする説も有力である。 

(2) 659 年に派遣された遣唐使は、唐の政府に「来年に海東の政（軍事行動のこと）がある」と言われ、

１年以上帰国が許されなかった。669 年に派遣された遣唐使は、唐の記録には高句麗平定を賀するもの

だったと記されている。 

(3) 30 年の空白をおいて派遣された 702 年の遣唐使は、それまで「倭」に代えて「日本」という新たな

国号を唐に認めてもらうことが使命の一つだったらしい。８世紀には遣唐使は 20 年に１度朝貢する約束

を結んでいたと考えられる。 

(4) 717 年の遣唐使で唐に渡った吉備真備と玄昉は、それぞれ中国滞在中に儒教や音楽などに関する膨大

な書籍や当時最新の仏教経典を収集し、次の 733 年の遣唐使と共に帰国し、日本にもたらした。 

 
設問 

７・８世紀の遣隋使・遣唐使は、東アジア情勢の変化に対応してその性格も変わった。その果たした

役割や意義を、時期区分しながら、６行以内で説明しなさい。  

（１行＝30 字） 

 

 

 

 

 

 

 

 1 


